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はじめに

　事業の趣旨に共感した不特定多数の人々からインターネットを介
して小口の資金を集めるクラウドファンディングが広がりをみせて
いる。
　クラウドファンディングは、国内では東日本大震災からの復旧・
復興を支援するために活用されて注目を集め、その後、地方創生や
社会課題解決のための手段として活用されてきた。最近では、新型
コロナウイルス感染拡大に伴う医療・福祉関係者に対する支援、病
院や介護施設等への医療物資の提供、休業要請等により深刻な影響
を受けた事業者に対する支援等において活用が進み、改めてその重
要性が認識されている。
　クラウドファンディングは、事業者において必要資金の調達を図
るための重要なツールとなるが、それだけにはとどまらない。共感
した事業に資金を提供した方々は、当該事業への参加意識や当事者
意識をもち、当該事業を支援する強力なファンになる。それに伴い、
当該事業で生産された商品・サービスの購入や知人等への紹介をし
てくれることになり、販路拡大につながるマーケティング・ツール
としての役割を果たす。加えて、様々なアドバイス・提案もしてく
れることで、商品・サービスのブラッシュアップ・ツールとしても
機能することになる。
　その結果、クラウドファンディングの活用は、地域の事業者の成
長、地場産品の振興、まちづくりの推進、これらを通じた地域の稼
ぐ力や域内循環力の向上など、地域に大きな効果をもたらすことに
つながり得る。
　こうした流れを踏まえ、地方自治体においても、クラウドファン
ディングを活用する動きがあらわれている。地方自治体がクラウド
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ファンディングを活用するケースとしては、
①自治体自らが実施する事業における資金調達の手段 【歳入確保型
（ガバメント・クラウドファンディング）】
②自治体の関与する PPP（Public Private Partnerships、公民連
携）事業における資金調達の手段 【PPP 活用型】

③地域の事業者における資金調達等を支援することを通じた政策実
現の手段 【政策実現型】

等が考えられる。いずれの場合にも、クラウドファンディングを上
手に活用することにより、先に示した効果を獲得でき、自治体に
とっても、地域にとっても有効な政策ツールとすることができる。
　本書では、まずクラウドファンディングの役割、仕組み、様々な
形態等について説明した上で、地方自治体がクラウドファンディン
グを活用する方法や仕組み等について、上記の三つのケースに分け、
多様な事例をまじえつつ紹介している。さらに、政策実現型のクラ
ウドファンディングに焦点をあて、実際にこれを活用したことによ
る効果、より効果を高めるための方策・課題等について、事例をも
とに考察している。本書が、地方自治体におけるクラウドファン
ディングの効果的な活用、それによる地域の創生に寄与するものと
なれば幸いである。
　最後に、本書のとりまとめに当たり、快く筆者の研究にご協力い
ただいた行政・企業等の関係者の方々、学陽書房の皆様に、この場
を借りて感謝の意を表したい。

2022年 8 月　佐野　修久
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2 　ふるさと「はりま」応援ファンド事業（加古川市ほか）
（ 1）事業の背景・目的
　加古川市（兵庫県）は、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に
おいて、地方創生を推進するための基本目標として、「地域への新
しい人の流れをつくる」、「地域における安定した雇用を創出する」
等を掲げており、それを実現するために、①市のイメージアップや
認知度の向上、②地域産業の活性化、③起業や創業の促進を図る手
段として、クラウドファンディング等の活用を位置付けている。
　これを踏まえ、同市では、地域の事業者を元気企業として広く全
国に発信し、地域のブランド化等による雇用の創出、インバウンド
需要の取り込みを通じた「稼げるまち」の推進を図るため、地域の
事業に共感した不特定多数の方々から資金的な協力を得て、地域の
事業者の資金調達や販路拡大等につながるクラウドファンディング
の活用を支援することにしたものである。
　その際、加古川市単独で行うのではなく、東播磨として関係性の
特に強い稲美町、播磨町と連携し、「ふるさと『はりま』応援ファ
ンド事業」として、広域的な取り組みを行うことにしている。

（ 2）事業内容
　当該事業の対象は、 3自治体内に主たる事務所を有する中小企業
者等が実施する、
○地域の特色を活かしたプロジェクトであり、地域経済の活性化や
地域のブランド化、ひいては希望と活力に満ちた魅力あふれる地
域の実現につながる事業
○地域に対する愛着や誇りの醸成に寄与する事業
○クラウドファンディングによる資金調達規模が一定額65以上で
あって、その資金使途が設備投資など当該事業で新たに発生する
費用であるもの
である。加古川市自らが、公募して選定した仲介業者であるミュー

147第７章　政策実現型クラウドファンディング―地域の民間主体の資金調達等の支援

ジックセキュリティーズ（株）に委託しつつ支援する形をとってい
る（自治体直轄／委託型）（表 2 -27、図 2 -33）。

〈資金面の支援〉
　加古川市が仲介業者であるミュージックセキュリティーズ（株）
に、当該事業を活用する事業者の募集・選定、クラウドファンディ
ングの組成等を支援する業務を委託し、それにより仲介業者におけ
るクラウドファンディング活用事業の発掘・創出に必要なコストを
実質的に低減させることを通じ、民間主体が仲介業者に支払う手数
料等の初期負担をゼロとしている。

（出所）加古川市資料、ミュージックセキュリティーズ（株）資料をもとに筆者作成。

表 2 -27　事業の概要


